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*各測点、IP点、給水取出部には識別マーカーを設置すること。
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※矢板は根入長0.2m以上を考慮すること。

※同様に矢板材についても、支保材を含めた検討を要しながら

※腹起しの設置位置については、現場状況に応じ検討を行う
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弁室据付標準図
S=1:40

注：組合わせは、仕様書及び表の通りとする。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。
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参考図

空気弁・消火栓室
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A

＊両フランジ短管にて高さを調整

（配管詳細図にて記載）
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弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。

仮設撤去時

底版　　   φ350×40
下部壁ＡＣ φ350×φ450×150

1000

1100

1200

500

600

700

1
2
00

1
50

2
00

4
0

3
90

φ240 φ320φ216

550×350550×350


